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太陽の 8倍以上の質量を持つ星は大質量星と呼ばれ、超新星爆発や紫外線を放射し、周囲の星間物質や銀河進化
に大きな影響を与える。しかし、大質量星の形成メカニズムは未だ明らかになっていない。近年、NANTEN2に
よる分子雲の広域観測の結果から、巨大星団や赤外線バブルにおいて、分子雲同士の衝突による大質量星形成が
提案されている。大質量星は進化が速く、母体分子雲を散逸するため形成初期段階を解明することは非常に重要
であると考えられる。そこで我々は、若い大質量星形成領域W33に着目し、NROレガシープロジェクト FUGIN
の一環として、12CO, 13CO, C18O (1-0) 輝線観測を行った。2016年秋季年会において、輝線強度比、Spitzer 赤
外線画像との空間分布の比較から 35 km s−1, 58 km s−1の 2つの速度成分がW33に付随している可能性が高い
ことを示した。今回、我々は新たに進化段階の異なる星形成領域であるW33Main, W33A, W33B, W33B1の 4
つのクランプに着目し、12CO(1-0)から励起温度を求め 13CO (1-0)、C18O (1-0) データから、クランプの柱密度
(N(H2))、質量 (Mclump)、水素分子個数密度 n(H2)を見積もった。また、W33 Main, W33Aにおいてアウトフ
ローを検出し、ウイングの速度成分から質量、運動量、運動エネルギーを見積もった。解析の結果、柱密度、質
量、水素分子個数密度はおよそN(H2) = 1022 cm−2, Mclump = 103 − 104 M⊙, n(H2) = 104 − 105 cm−3である
ことがわかった。また、4つのクランプのうち最も進化の進んだコンパクト HII 領域W33 Mainが Tex= 30 K,
n(H2) = 105 cm−3であり、最も高密度であることがわかった。本講演では、W33領域の個々のクランプの物理
量とW33領域全体での星形成の関係について議論する。


